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＜連絡事項＞

・本日、納涼会です。雨天決行します。

＜患者様連絡事項＞

· 清水　進様～東C4号室→東B１号室へ移動

· 藤井　崇史様～東B3号室→東A号室へ移動

· 小出　秀男様～東A号室→東Ｃ号室へ移動

· 本堂　秀男様～排便-5日の為、センナリド4Tと桃核承気湯2P　１回分処方。

・小澤　和子様～兄様来院し面談実施。兄様としては、本人が帰りたいと望むのであれば、退院させても良いとの事。しかし、もう少し落ち着いてからのほうが望ましいとの事。秋頃の退院を目安に調整行っていく。

　　　　　　　　兄様より入院中に義歯作成の依頼あり。当院歯科受診了承されている為、予約している。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞　
・畑中　成夫様～終日隔離中。10：00～16：00の開放観察実施。開放中喫煙室越しにＢユニットを見つめている。そのことを、他者に注意され、怒る・追いかけ回す行動見られ、先生に妄想発言あり。精神状態悪化傾向にある。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。開放中唾液で窓ガラスに文字を書くことあり介入要している。跳びはねる動作みられるが、他者とのトラブルはない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・猪石　和宏様～終日隔離継続中。10：00～16：00の開放観察実施。多弁さあるが、自ら切り上げることができている。また、他者干渉あり介入要している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様＞
・石井　すみ様～ハーフ食はむせ込みなく、摂取できている。バイタルサイン異常なし。離床指示あり。ベッド上で端座位実施。眩暈・ふらつきなし。今後、離床に向けた働きかけをしていく。

・小笠原　ツヤ様～点滴継続中。血圧85/60台と低めで経過。声掛けに、反応薄いが、ケア時に抵抗見られている。面会時、現在の状態の説明と、緊急時の再確認する。急変時は、こちらで対応お願いしますとの返事あり。引き続き、一般状態観察していく。

・北山　ミワ様～食事摂取量少なく、食事を口腔内に溜め込むことあり、介入要している。点滴継続中。食事摂取量のチェックを行い、一般状態観察していく。

・大久保　すい様～薬形態変更してからは、服薬できているが、昨日の就床前薬は妄想的で拒否あり。引き続き、精神状態の観察を行い、内服出来るよう看護介入していく。

・藤井　孝蔵様～褥瘡が悪化しない様、徐圧と処置継続していく。再度、便潜血検査実施のこと。

＜田名部Dｒ診察情報＞

・猪石　和宏様～臨時薬一部内容変更にて7日分となる。また、明日より20:00～6:00の時間隔離へ変更となる。

・澤村　彬様～臨時薬一部内容変更にて7日分処方となる。

・山﨑　清助様～臨時薬一部内容変更にて7日分処方となる。本日排便－6日目のため、ケンエーG浣腸60ml 1本処方となる。

・西澤　信様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・小澤　和子様～外泊時の飲み忘れ多いため、臨時薬は就床前薬のみの処方となる。
・高橋　義明様～食事摂取量増えているため、エンシュアリキッド中止となる。
・吉島　知寿子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・本澤　光雄様～臨時薬一部内容変更にて7日分処方となる。また、本日の食事摂取量少ない為、点滴2本処方となる。

・畑中　成夫様～頚部痛訴えあり、スミルスチック1本処方となる。

・石黒　理一郎様～臨時薬でゾルピデム5日分処方となる。

＜入院患者様情報＞

氏　　名：石黒　理一郎（いしぐろ　りいちろう）様

生年月日：昭和10年3月4日  82歳

性　　別：男性

病　　名：脳血管性認知症、脳梗塞、ピック病疑い

入院形態：医療保護入院（当院1回目）

主 治 医：田名部Dr

（経過）

　現在、南部病院へ入院中。これまでに、糖尿病、高血圧症にて同院で通院治療を行いながら、認知症の妻の介護をし生活していた。平成29年7月11日呂律不良、右口角下垂の症状出現し南部病院を受診。脳梗塞の診断にて入院治療行っていた。しかし、呂律不良口角下垂は徐々に改善傾向であるが、認知機能の低下があり、食事に毒が入っているから食べないと拒否があり、同院より認知症治療の為転院の依頼があり、家族も転院を希望され、平成29年7月28日　10：00東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。

【備考】

・家族洗濯、LT契約なし

・カードなし

・糖尿病食18単位

・血糖測定指示なし。食事不食する際には血糖測定の指示

